
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

「地域発 元気づくり支援金」のさらなる有効活用を図る観点から、支援金事業実施後も地域で継

続して効果を上げている事例等の状況を把握・発信することを目的として、調査を実施しました。 

調査及び調査結果の概要は、次のとおりです。 

 

１ 調査の概要 
（１）アンケート調査  

【調査時期】平成 27年８月～９月 

【調査対象】平成 24 年度に元気づくり支援金を活用して事業を実施した公共的団体(※)      

の中から、事業終了時点での第三者評価が高かった団体 

   【回答状況】回答数  117 (送付数：161（回答率 72.7%)) 

   【調査方法】郵送又は電子メール、記名方式 

【調査内容】(1)支援金活用事業の効果について、(2)団体の現在の活動状況について 

 
（２）ヒアリング等による追加調査 

【調査時期】平成 27年９月～10月 

【調査対象】アンケートの回答団体の中から、地域で効果を上げている団体等を選定 

【調査方法】聞き取り方式 等 

   【調査内容】(1)最近の活動状況、(2)取組の効果、(3)課題・今後の事業展開   

 

２ 調査結果の概要 
 （１）アンケート調査（別紙１参照）  

・９割を超える団体が現在も活動しており、そのうち約半数の団体で構成員が増加 

・８割を超える団体が元気づくり支援金を活用して実施した事業と同様の取組を現在も継続 

・活動を継続していく上での課題は「資金」と「人材」の確保 

（２）ヒアリング等による追加調査 

団体自らの知恵と工夫により継続して効果を上げている各地域の取組事例一覧は別紙２の

とおりです。 

 

＜用語解説＞ 

※ 公共的団体：ＮＰＯ法人や地域づくり団体など、公共的な活動や地域の活性化に結び付く活動を

している団体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

長野県（企画振興部）プレスリリース  平成 27 年（2015 年） 12 月 14 日 

しあわせ信州創造プラン（長野県総合５か年計画）推進中 

 

 「地域発 元気づくり支援金」平成 24 年度実施事業に係る 

フォローアップ調査の結果をお知らせします。 

この取り組みは、しあわせ信州創造プラン（長野県総合５か年計画）の政策推進の基本方針 

「３『人』と『知』の基盤づくり」に基づくものです。 

 

企画振興部 地域振興課 活力創出係 

（課長）佐藤 公俊 （係長）柳澤 祐史 

（担当）鳥羽 秀行  伊藤 義彦 

電 話  026-232-0111(内線 3785) 

026-235-7021(直通) 

ﾌｧｸｼﾐﾘ  026-235-7397 

電子ﾒｰﾙ katsuryoku@pref.nagano.lg.jp 

◆◇「オール信州」宣言 ◇◆ 
私たちは「長野県人口定着・ 

確かな暮らし実現総合戦略」の 

実現に取り組んでいます。 



（別紙１）

【調査時期】　平成２７年　８月～９月

【調査対象】　平成２４年度に元気づくり支援金を活用して事業を実施した公共的団体のうち、

　　　　　　　　事業終了時点での第三者評価が高かった団体を対象に実施

【回収状況】　回答数　１１７　（送付数：161　（回答率72.7％））

【調査方法】　郵送又は電子メール、記名方式

調査内容：（１）支援金活用事業の効果について

　　　　　　　（２）団体の現在の活動状況について

　団体の現在の活動状況について

「地域発　元気づくり支援金」平成24年度事業に係るフォローアップ調査

（１）　アンケート調査結果の概要

①構成員が増加 

54団体(50.9%) 
②構成員が減少 

23団体(21.7%) 

③構成員に増減なし 

14団体(13.2%) 

④不明・回答なし 

15団体(14.2%) 

■ 活動を継続している団体の約半数で、構成員が増加している 

n=106団体 

n=117団体 

■ ９０．６％の団体が現在も活動している 

106団体（90.6%) 

11団体(9.4%) 

②活動を休止した 

①活動を継続している 

（再開した場合を含む） 
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　支援金活用事業の効果について

 109団体(93.2%) 

8団体(6.8%) 

0 50 100 150

■ ９３．２％の団体が事業の効果が継続していると回答 

    ①現在も効果が継続している 

 

②支援金活用事業を実施した時は効果

が見られたが、現在は見られない 

①支援金を活用し

た事業を引き続き

実施している 

66団体（60.6%）  

②支援金を活用し

た事業とは異なる

が、同じ趣旨の事

業を実施している 

28団体（25.7%） 

③市町村又は他団

体が類似の事業を

実施している 

12団体（11.0%） 

④その他 

3団体（2.8%） 

■ 効果が継続していると回答した団体の８６．２％が、支援金活用時と同じ（又は同

じ趣旨の）事業を実施している 

ｎ=117団体 

n=109団体 

①資金の確保 

50団体(47.2%) 

②人材の確保 

36団体(34.0%) 

③先進事例等の 

情報収集 

2団体(1.9%) 

④他の団体との 

連携・交流 

14団体(13.2%) 

⑤その他 

4団体(3.8%) 

■ 「活動を継続していく上で、最も必要なもの」は「資金」と「人材」の確保 

n=106団体 



（別紙２）

「地域発　元気づくり支援金」平成24年度事業に係るフォローアップ調査

地方
事務所

タイトル 団　体　名

佐久 野辺山高原シクロクロスレースの開催
野辺山高原シクロクロス実行委員会
（南牧村）

上小 丸窓電車保全活用活動 ＮＰＯ法人 さくら育英会（上田市）

諏訪 星の降る里から　縄文文化発信事業 縄文阿久友の会(原村）

上伊那 信州いいなか里山泊覧会イーラの開催 ＮＰＯ伊那里イーラ（飯島町）

下伊那
南信州の取組が全県へ拡大
                ～物味湯産手形～

南信州観光連携プロジェクト会議
（阿智村）

木曽
住民主体の身近な環境保全
　　　　アクションプロジェクト事業

木曽町環境協議会（木曽町）

松本 文化遺産の伝承によるまちづくり 岡田地区まちおこし協議会（松本市）

北安曇 自然からの贈り物「ジビエ」普及事業 美麻ジビエ振興会（大町市）

長野
篠ノ井の史跡・文化財を活用した
　　　　　　　　　　まちづくり事業

篠ノ井史跡等ボランティアガイド会
（長野市）

北信 困難を有する青少年への学習・相談・就労支援事業
特定非営利活動法人ぱーむぼいす
（木島平村）

（２）　各地域における取組事例一覧

　元気づくり支援金を効果的に活用し、その後も発展的に事業を継続している団体等の皆様から、最近の

活動内容や今後の事業展望等についてお伺いしました。

　地域づくり活動の参考となるような取組を各地域から報告いただいています。

　事例の詳細については、長野県公式ホームページの以下のアドレスに掲載します。

　　　（http://www.pref.nagano.lg.jp/shinko/kensei/shichoson/shinko/shienkin/20151214follow.html)


